
輝

の

折口

學

(第

二

部
)

大

井

際

断

第

二
部

暉

の

ソ
ー
シ
ャ
リ
ズ

ム

ー

ソ
ー

シ

ャ
リ
ズ

ム
の
意

義

「
宗

教

と

は
神

と
人

と

の
關

係

で
あ

る

。」

と
西

田
幾

多
郎

は
宗
敏

の
定

義

を
與

え

て

い
る
が
、

此

の
定

義

に
は
宗

敏

の
就
會

性
が

全

く

忘

れ
ら

れ
て

い
る
。

へ
ー
ゲ

ル
が
、

紳

と
人

と

の
間

に
立

つ
て
雨

者
を
媒

介

す

る
特

殊

と

し
て
、
歴

史
的

人
倫

世
界

を
設
定

し

て
い
る

こ

と
は
誠

に
賢

明

で

あ
る
。
紳

の
紹
封
精

肺

と
個

人

の
主
観

精
神

と

の
間

に
あ

る
客

観
精

紳

を
無

覗

し
て
は
、

そ

の
宗
教

は

、
宗
教

的
贋

値

を
牛
減

す

る

と

い
わ

ね
ば

な

ら
な

い
。

佛

教

に
於

て
も

「
上
求

菩
提

下
化

衆

生
」

を
説

い
て
、

人

と
人

と

の
關

係

を
重
覗

し

て

い
る

の
で
あ

る
。

覚
者

た
る
佛
陀

bd
&

山
冨

繹

尊

の
弟
子

た

ち
は
、

サ

ン
ガ

ω
四
日
σq
げ
9。

と
呼

ば

れ

る
肚

會
團

艦

を
形
成

し

た

の
で
あ

る
が
、

此

の
サ

ン
ガ

は

三
寳

の

一
つ
と

し
て
、
佛

教

に
於

て
は
最

も
重

要

な
位
置

を
占

め
て

い
る
。

サ

ン
ガ

と
は
共
和

政
艦

の
意
味

で
あ
り

、
又

、
経

濟

の
組
合

の
意

味

を
も
持

つ
も

の
で

あ

つ
て
、

當
時

の
比

丘

サ

ン
ガ

は
共
産
制

の
共
同
祉

會

を
形

成

し
て

い
た

の
で
あ

る
。

か

く

の
如

く
、

佛
教

に
お

い
て

は
、
根

源
的

に
、

人

と
人

と

の
關

係

と
し

て

の
敢

會
性

を
内
藏

し
て

い
る
が

、
大

乗
佛
敏

に
於

て
は
、

輝

の

哲

學

五
七



輝

學

研

究

五
八

更

に

一
歩

を
進

め
て
、

人

と
人

と

の
關

係
師

ち
衆

の
問

題

を
三
寳

の
最
高

位

に
置

く

こ
と
と

な

つ
た
の

で
あ

る
。

大

乗
菩

薩

道

の
中

心

で
あ

る

六
波

羅
蜜

道

に
於

て
、
布

施
波
羅

蜜

を
第

一
に
掲
げ

、
四

弘
誓
願

に
於

て
、

衆

生
無
邊

誓
願

度

を
第

一
願

と
す

る
所

以

で
あ

る
。
從

つ
て
大
乗

佛
教

は

ヒ

ュ
ー

マ
ニ
ズ

ム
で

は
な
く

し

て
、

ソ
ー

シ
ヤ

リ
ズ

ム
の
側

に
立

つ
も

の

で
あ

る
。
但

し

こ

こ

に
い
う

ソ
ー

シ
ャ

リ
ズ

ム
と
は

、
個

人
よ
り

も
、

人

と
人

と

の
關

係

を
重
硯

す

る
立
場

を

い
う

の
で
あ

つ
て
、

政
治

上
経

濟

上

の

「
肚

會
主

義

」
を
意

味
す

る
も

の
で
は

な

い
。

ポ

ー

ル

・
ス
ウ

ィ
ー

ジ
ー

に
よ

れ
ば

、
通
常

の
耐

會
主

義

と
は
、

「
生
産

手

段

の
私
有

が
嵌

け

て

い
る
黙

に
お

い
て
、

資

本

主
義

と

は
異

な
る

と

こ
ろ
の

一
の
完
全

な
耐

會
制

度

で
あ

る
。
」

と
定
義

さ

れ

て
い

る
が

、

私

の

い
う

ソ
ー

シ
ヤ
リ
プ

ム
と
は
、

資
本

主
義

に
封

立
す

る
意
味

の
就
會

主
義

で

は
な
く

し

て
、

ヒ

ュ
ー

マ

ニ
ズ

ム
に
封
立

す

る
肚
會

主
義

で
あ

る
。
帥

ち

そ
れ

は
個
人

中

心
主
義

で

は
な
く

し

て
、
大
衆

中

心
主
義

を
意
味

し
、

人

と
人

と
の

肚

會

性

を
最

上

と
す

る
立
場

で

あ

る
。

し
か
ら

ば
、

現
代

の
日

本
大

乗
佛
敏

に
お

い
て

は
、

ヒ

ュ
ー

マ
ニ
ズ

ム
と

ソ
ー

シ
ヤ

リ
ズ

ム
と
は
、

い
か
よ

う

に
展

開

さ
れ

て

い
る

で

あ

ろ

う

か
。

結
論

的

に

い
つ
て
、

日
本

佛
教

は
浄

土
教

を
除

い
て
は
、

そ

の
す

べ
て
が
、

あ

ま
り

に
も

ヒ

ュ
ー

マ

ニ
ズ

ム
に
偏

す

る
た

め

に
、

大

乗

の
特

色

た

る
ソ

ー

シ
ヤ
リ
ズ

ム
を
全

く
失

つ
て
し

ま

つ
て

い
る

の
で
あ

る
。
從

つ
て
、
現
代

の
日
本
佛

教

の
殆

ん
ど

の
も

の
が
小

乗

化

し

て

い
る
と

い
う

こ
と
が
出

來

る
。
師

ち
自

利
利

他

の
大
乗
精

神

を
忘

却

し
て
自

利

の

み
の
宗

教

に
堕

し

て

い
る

の
で
あ

る
。

た

と

え
ば

、
天

台
宗

の
中

心
思

想

は
、

三
諦
圓

融
、
諸

法

實
相

、

六
印

、

圓
頓

で

あ
り
、
華

嚴
宗

の
そ

れ
は
、
重

々
無

蓋

の
法
界

縁

起

と
圓
頓

で
あ
り
、

眞
言

宗

の
そ

れ
は
、

六
大
縁

起

、
帥

身
成

佛
、

阿
字

観

で
あ
り

、
日

蓮
宗

の
そ
れ

は
、

本

門

の
三
大

秘
法

(
本

尊
、

題

目

、
戒

壇
)

で
あ
り
、

輝
宗

の
そ
れ

は
、
直

指
人

心
見

性
成

佛
、

只
管
打

坐

で

あ
る
。

こ
れ
ら

の
敬

義

に
よ

つ
て
明

白

な

る
如

く

、
宗
敏

的

ソ
ー

シ
ヤ
リ
ズ

ム
印

ち
祉

會
的

救
濟

、
大
衆

へ
の
利

他
行

は
全

く
看

過

さ
れ

て
、

自

己
救
濟

の
み

に
重

鮎

が
お

か

れ
て
、

唯
、

ヒ

ュ
ー

マ

ニ
ズ

ム
の

一
面

の
み
が
強

調

さ
れ

て

い
る
。

さ
で

、
輝

に
お

い
て
、

ソ
!

シ

ヤ
リ
ズ

ム
師

ち

人

と
人

と

の
關

係

は
、

い
か

な
る
様
相

を
現
代

に

お
い

て
、

露
呈

し
て

い
る

で
あ

ろ
う



か

。こ

の
課

題

を
究
明

す

る
た

め

に
、

我

々
は
現

代
日

本

の
看
話

暉

の
實
態

を
観
察

す

る

こ
と
と
す

る
。

四

弘
誓

願

は
宗
教

的

ソ
ー

シ

ヤ
リ
ズ

ム
の
中

心
概

念

で
あ

る
が
、

此

の
四
願

を
看

話
輝

に
お

い
て
も
、
最

も

重

要

覗

し

て
は

い
る
が
、

唯

、
遺

憾

な

こ
と

に
は
、

こ
れ

を
千

七
百
則

の
公

案

の
最
後

に
配

置

し
て

い
る

の
で

あ
る
。

縄
が

眞

に
大
乗

佛
教

と

し
て

上
求

菩
提

下
化

衆

生

を
標
榜

す

る
な

れ
ば
、

此

の
四
願

を
公

案

の
膀

頭

に

お

い
て
第

一
關

と
す

べ
き
で

あ

る
。

こ
れ

に
よ

つ
て
暉
も

漸

く

ソ
ー

シ
ヤ
リ
ズ

ム
を
建

立
す

る

こ
と
が

出
來

る

の
で

あ
る
。

無
門

も
賢

明

に
も

「
最
初

の
句

を
識
得

す

れ
ば

便
ち
末

後

の
句

を
會

せ
ん

。
末
後

と
最

初

と

是

れ

こ
の

一
句

に
あ
ら
ず

」
と

い
つ
て

い
る
。

又
、
敷

多

き
暉

の
古

典

の
中

に
於

て
、
唯

一
つ
、

十
牛

圖

の
み
が
入
塵

垂
手

の
項

目

を
學
げ

て

い
る

こ
と

は
注
目

す

べ
き

で
あ

る
が
、

是

れ
ま

た
最

後

の
第
十

に

お
か

れ
て

い
る

に
す
ぎ

な

い
。

古
來

よ
り

輝

の
修

行

に
は
千

七
百

則

の
公
案

が
粘

提

せ
ら

れ
、

そ

の
内

容

と
し

て
は
、

法
身

、
機
關

、
言

詮
、

難

透
難

解
、

臨
濟
録

、

洞
山

五
位

、
十

重
禁
戒

、

虚
堂

代
別

等

に
分
類

さ

れ
て
組

織
化

さ

れ

て
い
る
が

、

こ
れ
は

、
他
力

宗
が

批

判
す

る
様

に
、

暉

の
大
悟

の
過

程

に
段

階

の
あ

る

こ
と
を
示

す

も
の

で
は
決

し

て
な

い
。

繹

の
悟

は
す

べ
て
頓

悟

で
あ
り

、

横

超

で
あ

る
。

飛

、躍

で

あ
り
、

轄
身

で
あ

る
。
從

つ
て
千

七
百

則

の
公

案

は

そ

の

一
則

一
則
が

す

べ
て
頓
悟

を
將

來

す

る
も

の
で
あ

る
か
ら

、
大

悟

に
到

る

に
は

一
則

の
公

案

で
十

分

で
あ

つ
て
決

し

て
多
数

を
要

す

る
も

の
で

は
な

い
。
洵

に
、

一
超

直
入
如

來
地

で
あ
る
。

も

し
、
縄

の
悟

に
は
段
階

が

あ

つ
て
漸
修

の

過

程

を
辿

る

も

の
と
す

れ
ば
、
果

し
て
何
時

に
な

れ
ば
窮

極

の
大
悟

に
到

達

し
得

る

こ
と

で

あ
ろ
う

か
。
人

間

の
煩
悩

は

八
萬
四

千

と

い

わ

れ

る
通
り

無
数

で

あ
り
無

蓋

で
あ

る
。
從

つ
て
無
数

の
煩

悩

を
暉

の
公
案

に
よ

つ
て

一
つ

一
つ
除

く

と
す

れ
ば

公
案

も
無
敷

に
要

す

る

こ
と

と
な

る
。

こ
の
こ
と

は

へ
ー
ゲ

ル

の
云
う
所

の
悪

無
限

ω
o
匡
①
o
畔
Φ
d
昌
①
昌
&
陣o
財
犀
①
一け
で

あ

つ
て
途

に
最

後

の
限
界

印

ち
窮
極

の
目

的

に
達
す

る

こ
と
の
出
來

な

い
こ
と
を
示

し
て

い
る
。

輝

の

哲

學

五
九



暉

學

研

究

六
〇

し

か
ら
ば

、
千

七
百
則

の
公

案

の
存

在
便
値

は
何

で
あ

る
か
。

そ

れ
は
悟
後

の
修

行

の
た

め

の
も

の
で
あ

る
。
東

嶺

も
左

の
如

く
論

じ

て

い
る
。
師

ち

「
令

下
爽

心
者
不
中
住
二
一
法

及
三

四

五
十
百

千

一印

以
爲

吾
足

故
。

意
令

三
進
昇

至

=
於
無
限

廣

大
如
法

界

一故
。

就

γ
之
設

二
五
位

一。

看
。

佛
急

慶

親
切
著

明

論
=
汝

道
位

一如

レ
是
皆

是

悟
後

眞
修

埆
進
之

様
子

。

無

方
便

中
之

方
便

。

無

階

級
中

之
階

級
也

。
洞

山

五
位
亦

然
。

臨
濟

四
料
簡

四
賓

主
皆

是

悟
後
様

子

。
」

と
。

而

し
て
悟

後
修
行

と
は
見
性

に
よ

つ
て
自

己

の
本
質

眞
性

を
覧

悟

し
て
後

の
自

己

の
働

き
を
意
味

す

る
。
印

ち
、

自

己

の
眞
性

を
覧

悟

し

得

た
後

の
他
己

へ
の
關

係

で
あ

り
、

こ
れ
が
輝

の
肚

會
性

で

あ

つ
て
、
私

の
言

わ
ん

と
す

る
暉

の
利

他
主
義

印

ち
暉

の

ソ
!

シ

ヤ
リ
ズ

ム

で

あ
る
。

輝

に
千

七
百
則

の
公
案

が

設
定

さ

れ

て

い
る

こ
と
は
、

繹
が
自

己

一
人

の
自
覧

を
以

て
満

足

す

る
こ
と

な
く
、

肚
會

の
あ
ら

ゆ

る
人

々

に
働

き
か

け

て
利

他

を
施
す

肚
會

性

を
強

く
要

求

し
て

い
る
謹

左

で
あ

る
。

そ

し

て
又

此

の
利

他
行

を
施

す
阯
會

性

を
確
立

す

る

こ
と

こ

そ
、
揮

の
輝

た
る
所

以
で

あ
る
。

東
嶺

も

次

の
如

く
論

じ
て

い
る
。

「
弦
有

=
向

上
出

身

一
路

一是

謂

一一租
師

不
傳

一
著

一。

或
又

是
謂

二
末

後
句

一。

從

上
佛

祀
的

的
相

承
者

皆

此

一
著

子
。

柄
僧

家

縦
使
究

=

蓋
玄

微

一透

コ
破

重
關

一見
二
徹

向

上
難

透
因

縁

一亦

却
蹉

=
過

此
些

子
事

一。
見

性
端

的
皆

理
致

也
。

佛
租

多
少

難
解

言
旬

皆
機

關
也

。
於

二

夫

向

上

一
著

一示

三
別
有

=
生
涯

一。
夫

我
揮

宗
所

三
以

冠
=
諸
宗

一正

以

γ
傅
=
此
些
子

一。

若
只

見
性

明
了
而

以
爲

γ足

何
須

三
別

立
二
我

宗

一。
」

又

「
如
一一雪
賓
百

則
頒

一
一
一
要

下
以

一一是

些
子

一而

傳
中
見
孫

よ
。
及

一
千

七
百

則
公
案

皆

是

些
子
清

息

。
」

と
。

又
、

か

の
有

名

な
道
元

の
現
成
公

案

の

一
句

「
佛

道

を

な
ら

ふ
と

い
ふ
は
、

自
己

を

な
ら

ふ
な
り

。
自

己

を
な
ら

ふ
と

い
ふ
は
、

自

己



を
わ

す

る
る
な

り
。

自
己

を

わ
す

る

る
と

い

ふ
は
、

萬
法

に
謹

せ
ら

る
る
な
り

。
萬

法

に
謹

せ
ら

る

る
と

い
ふ
は

、
自
己

の
身

心

お
よ

び

㈲

他
己

の
身

心

を
し

て
睨
落

せ
し

む
る

な
り
。

悟
　

の
休

漱

な
る
あ

り
、
休

漱

な

る
悟
述

を
長
長

出

な
ら

し
む

。
」

は
、

輝

の
さ

と
り

と
實

践

と
を
論

じ

た
も

の

の
代

表

と

さ
れ

て

い
る
が
、

「
自
己

を

わ
す

る
る
」

と

い
う

こ

と
は
、

そ

の
内

容

に
於

て
は
、

「
他

に
施

す

」

こ
と

に
外

な

ら
な

い
。
自

己

を
忘

れ

る

こ
と
が
、

こ
の
生
き

た
現
在

の
自
己

に
於

て
現

成
す

れ
ば

、

そ

の
忘

れ

た
自

己

の
當
艦

は
、

他

に
施

す

と

い
う

働
き

を
措

い

て
外

に
は

な

い
の
で

あ
る
。
色

印
是

空

空
師
是

色

と

い
わ

れ
る
よ

う

に
、
眞

の
空

は
眞

の
色

に
外

な
ら

な

い
。

眞

の

無

は
眞

の
有

で
あ

る
。

趙

州

の

「
無
」

の
眞
相

は
、

眞

の
有

で
あ

る
。
更

に
進
ん

で
、
眞

の
布
施
行

で
あ

る
。

他

人

に
施

す
布

施

の
行
爲

を
措

い
て
外

に
眞

の
自
己

は

な
く

、
眞

の
無

は

な

い
。
布

施
行

を

は
な

れ

た
自

己

や
、

軍

な
る
無

の
自

己

は
、

そ

れ

は
未
だ
抽

象

的

で
あ

り
、
考

え
ら

れ
た
も

の
に
す

ぎ
な

い
。
眞

の
智

は
師

ち
翼

の
慈

で
あ

る
。

智

の
な

い
慈

も

な
く
、
慈

の
な

い
智

も

な

い

の
で

あ

る
。
大

智

師

大
慈

、
大
慈

師

大
智

で

あ
る
。

大

乗
菩
薩

乗

の
實

践
門

の
中

心
た

る

六
波
羅

蜜

の
最
初

に
、

布
施

波
羅

蜜

が
設
定

さ
れ

て

い
る

こ
と
は
、
繹

尊

の
自

覧
内
容

た
る
悟

の

境
涯

が

ソ
ー

シ

ヤ
リ
ズ

ム
に
あ

る

こ
と
を
實
誰

し
て
蝕

り
あ
り

と

い
う

こ
と
が
出

來

る
。
何

と

な
れ
ば

、

六
度

の
起
原

は
、

繹
尊

前

生

の

㈹

行
爲
を
物
語
る
本
生
課
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

皿

現
代

縄

の
長

短

し
か
ら
ば
、
現
在
の
看
話
繹
の
修
道
過
程
に
於
て
、
果
し
て
こ
の
利
他
行
が
實
践
さ
れ
て
い
る
で
あ
う
か
。
遺
憾
な
が
ら
千
七
百
則
の

公
案
の
中
に
於
て
、

「
自
己
を
忘
る
」
即
布
施
行
を
寛
悟
せ
し
め
る
も
の
は
甚
だ
少
な
い
と
云
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

「
自
己
を
忘
る
る
」

の
段
階
に
止
ま
つ
て
い
る
公
案
が
非
常
に
多
い
の
で
あ
る
。

現
代
の
看
話
輝
は
、
あ
ま
り
に
も
、
自
己
の
深
い
自
覧
の
面
を
強
調
す
る
が
爲
に
、
そ
の
自
覧
の
具

燈
的

内
容
を
看
却
し
が
ち
で
あ

る
。
自
覧
の
形
式
に
力
黙
を
お
き
す
ぎ
て
、
自
覧
の
内
容
に
ま
で
は
未
だ
十
分
に
手
が
屈
い
て
い
な
い
敏
黙
を
含
ん
で
い
る
。

暉

の

哲

學

六
一



禮
一

學

研

究

六
二

こ

の
傾

向
が

又
暉

一
般

に
も
伏
在

し
て

い
て
、
輝

が
自

力
宗

と

い
わ

れ
、
自

己

の
濁

悟

の
み
を

重
ん
ず

る
濁

善

的

且
貴

族

的
宗
敏

と
評

せ

ら
れ

る
所

以
で

あ

る
。

日
蓮

が
縄

天
魔

と
罵

倒

す

る
理
由

も
な

き

に
し
も

あ
ら
ず

と

い
え
よ
う

。
暉

が
あ

ま
り

に
も

、
本

來

の
自
己

の

「
紹

封
無

」

「
紹
封

否
定

」

「
無
相

」

「
無

心
」

「
卒
等

」

「
永

遠
」

を
張

調
す

る

た
め

に
、
相

封
、

現
實

、
祉
會

、

差
別

、
時

間
、

歴

史

を
解
決

し
、

指

導
す

る

一
面

を
忘

却

し

て

い
る
の

で
あ

る
。

ド
イ

ツ

の
ブ

ル

ト

マ

ン
が

「
暉

の
立
場

で

は
歴
史

は
解

け

な

い
の

で
は
な

い
か

。」

と

い
う

の
は
、

あ

な
が
ち

、
門

外
漢

の
盲

許

で
あ

る
と

は

い
え
な

い

の
で
あ

る
。㈱

又

、
暉

は

そ

の
哲

學

と
し

て
、
華

嚴
哲

學

に
負

う

て
い
る

と

い
わ

れ
、

華
嚴

の
四
法

界
、

殊

に
事

々
無
碍

法
界

を

そ

の
本

來

の
立
場

と

す

る
よ

う
で

あ
る
が

、
華

嚴
哲

學
が

そ

う

で
あ

る
よ
う

に
、
輝

も
亦

、
個

の
哲
學

に
偏

し

て
、
宗

教
性

そ

の
も

の
が
非

常

に
稀
薄

に
階

っ

て
い

る
嫌

い
を
も

つ
て

い
る

。
師

ち
杜

會
的

利
他
行

の
側

面

が
、

そ

れ
ら

に
は
全

く
繕

無

で
あ

る
と

い
え

る
。
華

嚴
哲

學

は
成
程

、
世

界

圃

無

比

の
人
生
観

、
世

界
観

で
あ

る
か
も
知

れ
な

い
が
、
然

し
、

そ

れ

に
は
肚

會
的
實

践

の
原

理
が

敏

け
て

い
る
。

こ
の

こ
と
は
、

現
代

日

本

の
佛
教

一
般

に
も
内

在

す

る
通
弊

で

あ

る
。

な

る
ほ
ど

、
個

物

は
全
世

界
、

全
宇

宙

を

そ

の
内

部

に
含

む

も

の
で

は
あ

ろ
う
。

個
膿

こ

そ
最

後

の
そ

し
て
最

高

の
存
在

で
あ
ろ

う
が
、

そ

れ
は
ど

こ
ま

で

も
個

の
立

場

に
止

ま

つ
て

い
て
、
個

を
横

に
超

え

る
耐
會

の
立

場
が

出

㈹

て
來

な

い
も

の
で

あ
る
。

田
邊

元
が

西

田
哲
學

を
批
剣

し
て
、

そ

の

こ
と
を

指
摘

し
、

祉

會

的

實
践

の
論

理
印

ち

「
種

の
論

理
」

を
以

て
、
そ

れ
を
補

わ

ん

と
す

る
所

以

で
あ

る
。

こ

こ
に

於

て
、

こ
れ

か
ら

の
公
案

の
正

し

い
あ
り
方

、
印

ち
將

來

の
看

話
輝

は
、

一
則
毎

に
、

自
己

を
忘

れ

る
悟

の
形
式

の
面

と
同

時

に
、

他
人

に
施

す
趾
會

性

の
悟

の
内

容

の
面

を
も
含

む
も

の

と
な

ら
な

け

れ
ば

な
ら

な

い
。

み

の

の

に

れ

な

成

程
、
浮

山

の

九
帯

に
お
け

る
屈

曲
垂
帯

と
か
、
洞

山

五
位

頒

の
中

の
正
中

來

と
か
、

臨
濟

の
十
字
街

頭

と

か
は
、

輝

に
お

け

る

ソ
ー

シ
ヤ
リ
ズ

ム
を
強

調

し

て

い
る
が
、

し

か
し
看

話
輝

の
全
膿

系

か
ら

見

る
と
、

杜

會

性

を
持

つ
公
案

の
数

は
誠

に
蓼

々

た
る

も

の
で
あ

り

、
更

に
又

、

九
帯

も
五
位

も
共

に
看

話
輝

の
盟

系

に
お

い

て
は
、

十
牛
圖

に
お

け
る
入

塵
垂

手

と
同
様

に
、

最
後

方

に
配
置

さ
れ

て

い



て
、

六
波
羅

蜜

の
布
施

や
四

弘
誓

願

の
第

一
句

と

は
全
く
封

照
的

位
置

に
お
か

れ
て
大

乗

の
逆

形

を
露
呈

し

て

い
る
。

趙

州

の

「
無

字
」

に
し
て

も
、

「
隻
手

音
聲

」

に

し
て
も
、

自
覧

徹
底

の

一
大
事

を
將

來
す

べ
き
公
案

の
代

表

的

の
も

の
で

あ
る
が
、

し

か
し

そ
れ

の
み

に
止
ま

つ
て

い
て
は
、
決

し

て
輝

の
悟

り

の
全

き
も

の
と

い
う

こ
と

は
出
來

な

い
。
と

れ
ら

の
公
案

も
、

「
無

」

の
自

覧
農

験

が
同
時

に
、

他

に
施

す
働

き

を
持

つ
生

き
た
覧

盤

で
あ

る

こ
と
を
示

す

も

の
と
な

ら
な

け
れ
ば

な

ら
な

い
。

且
喜

す

ら
く

は
、
看

話
暉

の
諸

流
派

の
中

に
於

て
或

る
隠

山
家

の

一
派

の
み

は
、
此

の

「
無
字

」

の
公
案

の
取
扱

い
に
於

て
、
肚
會

性

の
萌
芽

を
呈

示

し

て
い

る

こ
と
で

あ
る
。

わ

れ
わ

れ
は
今

後
強

く

こ
の
面

を
宣
揚

し
な
け

れ
ば

な
ら

な

い
。

し

か
し
、

殆

ん
ど
全

て
の
各

派
各

流

に
於

て
は
、

「
無
字

」
が

静

的

に
の

み
取

扱

わ

れ
て

い
る
。

こ

こ

に
看

話
暉

の
特

色

と
ま

た
短
所

と
が

あ

る
の

で
あ

る
。

輝

の
第

一
關

で

あ
る

べ
き

「
無
字

」

の
公
案

で

さ
え
、
肚

會

性

を
具
有

す

べ
き

で
あ

る
。
況

ん

や
、

そ

の
他

の
千

七
百

則

の
公
案

は
、

す

べ
て
悟

後

の
修
行

の
た
め

の
も

の
で

あ
る

か
ら
、

當
然

、
輝

の
ソ
ー

シ

ヤ
リ
ズ

ム
を
眼

目

と
す

べ
き

で
あ

る
。

し

か

る

に
、

そ

の
殆

ん
ど

す

べ
て

の
も

の
が
阯

會
性

を
忘

却

し
て
了

つ
て

い
る
の

で
あ

る
。

た
と
え
ば
・
香
嚴
上
樹
の
賄
の
如
き
は
・
最
も
よ
く
向
上
と
向
下
と
を
樂

す
る
適
則
で
あ
る
の
に
も
拘
ら
ず
、
向
下
の
問
題
に
全
然

鯛

れ
て

い
な

い
の
は
誠

に
遺
憾

の
極

み
で
あ

る
。
印

ち

、
此

の
則

は
樹

上
を
中

心

課
題

と

し
、
そ

の
拶

所

と
し

て
、
樹

下

の

一
句

を
問

う

　

て

い
る
が

、

こ
れ

こ
そ
輝

の
向

下

面
印

ち
肚

會
性

、
利

他
行

を
要
求

す

べ
き

も

の
で

あ
る
。

又
、

玄
沙

三
種

病

人

の
則

の
如

き

は
、
琿

の

利

他
行

を
主

題

と
す

る

に
最

適

の
も

の
で

あ
る

の

に
、

三
種

と
も

す

べ
て
、
向

上

の
自

覧
面

の
問

題

と
し

て
取
扱

つ
て

い
る

に
過

ぎ

な

い

の
で
あ

る
。

こ
れ
ら

の
看
話

暉

の
嵌

臨

を

補

う

こ
と

こ
そ
、
將

來

の
課
題

で

あ
る
が

、
夙

に
、

道
元

の
み
は

こ
の
暉

の

利

他

性

の
歓

如

に
注

目

し

て
、
言

葉

鏡
く

利
他
行

を
強

調

し
て

い
る
。
印

ち

「
菩

提

心

を
お

こ
す

と

い
ふ
は
、

お

の

れ

い
ま
だ

わ

た
ら
ぎ

る
さ
き

に
、

一
切
衆

生

を
わ

た
さ

ん

と
嚢

願

し

い
と

な
む
な

り
。

:
…
・あ

輝

の

哲

學

六
三



縄

學

研

究

る
ひ
は
無
量

劫

お

こ
な

ひ

て
衆

生

を

さ
き

に
わ

た
し

て
み
つ

か
ら

は

つ
ひ

に
ほ
と

け

に
な
ら
ず

、

ゆ

け

ほ

盆
す

る
も

あ
り

。
」

と
。

わ

れ
わ

れ
も
亦

、
深

く

道
元

の
教

に
耳

を
傾

け

ね
ば

な
ら

な

い
。

謎(20)(19)〔
18)(17)(16)(15}(14)(13)(1鋤 〔11)(10)(9)(8)(7)(6)(5)(4)(3)(2)(1)

西

田
幾
多

郎
著

「
善

の
研

究
」

一
八
六

頁
。

羽
渓

了
諦
著

「
佛

教
學

概
論

序
論

」

四
七
頁
。

℃
勉
巳

日
・
ω
≦
①⑦
N
鴇

ω
O
o
鼠
冒
ω
ヨ

野

々
村

澤

八
頁
。

無
門

関
、
第

十

三
則
頒

寓
o
σq
o
に

≦
δ
ωo
口
。。o
ゴ
鋤
津

山
①
同
い
o
αq
凶犀

鈴

木
澤

二
三
〇

頁
。

東
嶺
著

「
宗

門
無

書
燈
論

」

上

二
七
頁
。

同
右

上

三
五
頁
。

同
右

上
三
七

頁
。

正
法
眼

藏
、

岩

波
丈

庫

版
、

上
八

三
頁
。

宇
井
伯

壽
著

「
佛

教
思
想

研

究
」

三
七
八
頁

。

辻
村

公

二
者

「
ド
イ

ッ
の
旅

日
記

か
ら
」

風
信

36

號
。

葛
藤

集
、

巻

下
。

鈴

木
大
拙

著

「論

丈
集

」

田
邊
元
著

「
種

の
論

理

の
実
践

的
構

造
」

人

天
眼
目
、

巻

二
。

同

巻

三
。

臨
濟

銀
、
岩

波
文

庫

版
、

三
〇
頁
。

無
門

関
、
第

五
、

葛
藤
集

、

巻

上
。

碧
岩

録
、
第

八

八
則
。

正
法

眼
藏
、

申
巻
、

四
〇
七

頁
。

六
四

た
だ

し
衆

生

を
わ

た

し
、

衆
生
を
利


